
子宮頸部レーザー蒸散術 治療説明・同意書 

 

［施術の流れ］ 

① 問診、内診を行います。 

② 膣内に専用プローブを挿入し、レーザーを照射します。（約 5 分程度です。） 

 痛みはほとんどありませんが、痛みが強い場合は、痛み止めの坐薬を使用します。 

 

［術後の注意点］ 

食   事：特に制限はありません。お好きなものをお取りください。 

アルコール：術後数日及び出血がある時は控えてください。 

お 風 呂：翌日から可能です。当日はシャワーのみ可です。 

お 仕 事：翌日から通常のお仕事ができます。 

運   動：出血されなければ、運動は翌々日から可能です。 

性 交 渉：約１ヶ月間禁止となります。 

 

［術後の受診］ 

術後診察は、2 週間後となります。 

 

［術後の症状について］ 

 術後疼痛はほとんどありません。まれに術後 24 時間以内で生理様の痛みを感じることがあります。 

 気になる場合は、お手持ちの鎮痛剤を服用していただくことは可能です。 

 術後翌日位から水様性帯下がみられます。黒い焦げたものが混じることがあります。 

 おりものは大体 7～10 日間位続きますので、必要に応じて、おりものシート等をご準備ください。 

 おりものが減ってくる 7～10 日間位から少量の出血をみることがあります。新しい上皮を作るための 

 新生血管からの出血であれば問題ありません。大体 1 週間位続きますが、いつもの生理以内の量であれば、 

 様子を見ても構いません。 

 

［治療効果判定のための術後 6 週間目の検査がとても大事です］ 

 子宮頚部異形成に対するレーザー蒸散術は体に対する侵襲が少ないのが最大のメリットですが、病巣を 

 気化蒸散させてしまうので十分か効果があったかどうか、すぐにはわかりません。 

 正確な効果判定するためには、新しい上皮に入れ替わる術後 6 週間目あたりでの詳しい検査を待っていただく

ことになります。その結果により、その後の異形成の管理方法が決まります。 

 

 次回の検診時期は    月 です。 

 

子宮頸部レーザー蒸散術 同 意 書 

私は、この施術について十分な説明を受け、内容を理解いたしましたので、本施術を受けることに同意します。 

同意日：        年     月     日 

署 名：                   印  


